
授業コード：1263700 

授業科目  教育実習Ⅰ (開講しない) 単位  2 

履      修  選択 関連資格 高一種免（英語） ナンバリング EN34123J 

開講年次  4 年 開講時期 通年 該当ＤＰ  DP1-2 DP4-1 DP4-3 DP5-1 

担当教員  未 定 

授業概要  

これまで学んできた理論や方法などの知識および教え方の技術などを基にして、中学校・高等学校での教育指導や教

育活動で実践的な経験を重ねながら教育現場への理解を深める。実習を通して教師としての資質の向上を図り、実践

力を養う。 

学生が達成すべき       

行動目標 

1. 実習校の教員の指導に従って学習指導案やその他の計画を作成することができる。 

2. 実習校の教育方針を尊重しながら、実習生として自らを律し行動することができる。 

3. 実習校の教育目標や指導方針、学校行事等に配慮しながら実習生としての責務を果たすことができる。 

4. 英語以外の授業も可能な限り参観し、実習校の教育活動全体を把握することができる。 

達成度評価 

評価と評価割合／ 

評価方法 
試験 小テスト レポート 

発表(口

頭、プレ

ゼンテ

ーショ

ン） 

レポート

外の提

出物 

その他 合計 備考 

総合評価割合 0  0  15  15  0  70  100 
 

知識・理解 (DP1-1) 
        

知識・理解 (DP1-2) 
   

 5 
 

 10  15 
 

知識・理解 (DP1-3) 
        

知識・理解 (DP1-4)         

思考・判断 (DP2-1) 
        

思考・判断 (DP2-2) 
        

関心・意欲 (DP3-1) 
        

関心・意欲 (DP3-2) 
        

態度         (DP4-1) 
  

 10  2 
 

 20  32 
 

態度         (DP4-2) 
        

態度         (DP4-3) 
  

 5  3 
 

 20  28 
 

技能・表現 (DP5-1) 
   

 5 
 

 20  25 
 

技能・表現 (DP5-2) 
        

技能・表現 (DP5-3) 
        

 
具体的な達成の目安 

理想的レベル 標準的なレベル 

標準的レベルの１から４の全てを達成した上で、常に自らの課題

を見つけ、その課題に積極的に取り組んでいくことができる。 

1. 実習校の教員の指導に従って学習指導案やその他の計画

を作成することができる。 

2. 実習校の教育方針を尊重しながら、実習生として自らを律し

行動することができる。 

3. 実習校の教育目標や指導方針、学校行事等に配慮しながら

実習生としての責務を果たすことができる。 

4. 英語以外の授業も可能な限り参観し、実習校の教育活動全

体を把握することができる。 

授業計画 

進行 テーマ・講義内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習） 
予習・復

習時間
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(分） 

1 

高等学校において、以下の内容について教育実習を

行う。 

１．高等学校の概要 

２．学校組織活動 

３．教科の授業計画 

４．教諭の職務計画 

５．学級経営と生徒指導 

６．授業観察 

７．指導案の作成と学習指導 

８．評価の方法 

９．実習の指導 

１０．個別指導と集団指導 

１１．教育者の資質向上と研修方法 

１２．その他 

 

実習   

2 
    

3 
    

4 
    

5 
    

6 
    

7 
    

8 
    

9 
    

10 
    

11 
    

12 
    

13 
    

14 
    

15 
    

16 
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17 
    

18 
    

19 
    

20 
    

21 
    

22 
    

23 
    

24 
    

25 
    

26 
    

27 
    

28 
    

29 
    

30 
    

 

理解に必要な予備

知識や技能 

これまでの教職課程の授業で学修した知識と身に付けた技能。 

テキスト 

指定なし。 

参考図書・教材／

データベース・雑誌

等の紹介 

必要に応じて紹介する。 

授 業 以 外 の 学 習     

方法・受講生への  

メッセージ 

○ 実習前には、事前指導のオリエンテーションが行われる。必ず参加して心の準備をしてください。また、事

後に開かれる実習報告会では実習を終えた者に貴重な経験を語っていただきます。 

○ 母校で実習を希望する者は、春休みや夏休みなどに母校を訪ねて、4 年次に教育実習を希望する旨を

先生方に伝えてコミュニケーションを保っておくことが大切です。4 年次には、実習に入る前に、直接学校を訪

問するか、電話等で期間中に担当する学年や教科書の種類、教科書の範囲等を訊いて、事前に教材研究を

しておきましょう。 

○ 実習中には、数種類 

達成度評価に関す

るコメント 

上記の「評価方法」の「レポート」は教育実習記録及びレポート、「発表」は本学の実習校巡回担当教員が参

観した授業、「その他」は実習校の校長及び指導教諭による教育指導及び教育活動の評価を指します。 

 


